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株主との対話の実施状況
（対象期間：2023年6月1日~2024年5月31日）
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株主との対話の実施状況

主に代表取締役社長をメインスピーカーとするIR・SR面談を年間延べ105回実施
中期経営計画の進捗/今後の成長戦略/資本戦略/サステナビリティへの取り組み等を対話

延べIR・SR面談数1 105回
継続強化しているIR・SR施策が奏功し、面談数は前年同期比
175％と大幅に増加

面談した株主・機関投資家の概要
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IR・SR面談

決算説明会

株主総会

代表取締役社長 兼 社長執行役員
専務執行役員 経営統轄本部長
（サステナビリティ委員会委員長）
IR・広報戦略部長

代表取締役社長 兼 社長執行役員
取締役 兼 副社長執行役員
事業統轄本部長 兼 事業本部長

全ての取締役及び監査役

主な対応者

1. 決算説明会や株主総会を含む 2. 証券会社、事業法人等は除く

65%

35%

国内

海外

79%

21%

アクティブ

アクティブ
&パッシブ

対話の主なテーマや株主の関心事項
• 構造改革の成果
• 中期経営計画の進捗
• 今後の成長戦略の方向性と現在の好業績の持続可能性
• 資本戦略
• サステナビリティ/ガバナンスへの取り組みの進捗

運用
スタイル2国内/海外

面談の状況
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株主との対話の実施状況

取締役会に対する対話内容のフィードバックは適宜実施
今後の成長戦略/株主還元強化/開示の充実/サステナビリティ対応等に成果

対話の成果

2

株主・
機関投資家
からの
コメント等

IR
状況報告

年2回

取締役会に対するフィードバックの実施状況
頻度 報告方法 内容

取締役会/
取締役説明会
における報告

第2四半期及び本決
算発表後に実施する
株主との対話におけ
るコメントや改善に向
けたインプットを集約
し報告

適宜
取締役会/
取締役説明会
における報告
及びメール

IR戦略、重点施策、
課題と対応策、株価
/指標等の報告

対話で得たインプット 対応状況

現中期経営計画の進捗状況
及び今後の成長戦略の具体的
内容の開示要望

対話を通じ現中期経営計画の
進捗に関する株主の理解を促進
次期中期経営計画に左記具体
的内容を記載すべく現在策定中

株主還元強化及びキャッシュの
使途詳細に関する開示要請

2023年10月にPBR改善計画
を開示済み
資本効率性を向上させるべく、
業績進捗に応じた更なる株主還
元強化も検討中である旨を説明

サステナビリティ対応を単なるリス
ク管理に留めず、新たな機会と
捉え、企業の持続的成長に繋げ
る取り組みの要請

リユース事業を立ち上げ、2024
年3月より衣料回収、同年6月
よりリユース品の販売をそれぞれ
開始済み

サステナビリティ関連事項のより分
かり易い開示、業績開示内容の
充実等に関する要望

2024年3月にコーポレートサイト
をリニューアル済み
リニューアルにあたっては、これらイ
ンプットを加味し、抜本的に改修
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